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脳は戻らない 
突然、意識が悪くなり体の片方が動かなくなった。こ
のような理由で救急車により運ばれてこられた「脳卒中」
の方々を治療する際、ご家族から「突然なってしまった
のでしょうか？」と聞かれることがあります。 
このようなことを聞かれるご家族からは、こうなる前
に何かできることはなかったのだろうかという後悔の
念が感じ取られます。脳は傷がついてしまうとその部
分の機能を回復させることはできません。多くの脳卒
中は一旦発症してしまうと治療の目的は「元に戻す」で
はなく「さらに悪くなることを防ぐ」という意味合いが
強くなります。麻痺などが強く残った場合、ご本人はも
ちろんのこと、支えていただくご家族にも大きな負担
を強います。だからこそ脳卒中は予防しなければいけ
ません。今回は脳神経外科の立場から脳卒中の予防に
関してお話しさせていただきます。 
 
脳卒中の原因としての生活習慣病 
脳卒中とは脳の中でも脳血管に起きる病気の総称

であり、代表的なものとして、くも膜下出血、脳梗塞、脳
出血などがあります。その多くはいわゆる生活習慣病
と言われる血管を痛めてしまう高血圧や糖尿病、脂質
異常症、高尿酸血症などが原因の一つとなっています。
例えば、高血圧の薬を飲まれている方はたくさんいら
っしゃると思いますが、高血圧があるだけでは体調の不
良はあまり感じません。高血圧は「サイレント・キラー」
とも呼ばれます。血圧が高いだけで普段通りの生活を
していても、少しずつ血管にはダメージが蓄積されて
いっています。徐々に血管が狭くなったりしているわけ
で、それが限界に達すると血管が詰まり脳梗塞になっ
たりします。つまり突然襲ってくる恐ろしい合併症を予
防するために、日々血圧を管理しているといっても過
言ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 

飲み薬を飲んでさえいれば安心か？ 
このように脳卒中を予防するためには、あくまで生
活習慣病への内服治療がなされることが大前提です。
またその治療が上手くいっているかどうか定期的に確
認することも非常に大切です。高血圧薬を飲んでいる
方で血圧手帳をつけていないということはありませんか？
治療をしていてもその効果を気にしていないと何のた
めに治療をしているか判らなくなってしまいます。です
から血圧手帳をつけることと同様に、定期的に頭頸部
MRIなどで血管の状態を確認することも大切です。当
院でも行っている脳ドックがあるのはそのためです。も
ちろんMRIが全ての脳卒中を予測できるわけではあり
ませんが、症状がないうちに脳血管の異常を早期に発
見できれば、薬の変更や追加、場合によっては手術によ
って脳卒中を予防することができます。具体的には、大
きな脳動脈瘤が見つかれば、くも膜下出血の危険性が
あるため手術を考慮したり、脳血管が細くなっていれば
脳梗塞の予防のために血を固まりにくくする内服や血
管の流れを良くする手術を提案させていただきます。 
 

病気が見つかることが怖い 
「知らぬが仏」という言葉もあるくらいですから、そ
のように割り切れるのであればそれはそれで良いと私
は思います。しかし、どこかで心配な気持ちがあるなら
ば、相談していただければ力になることができます。目
に見えないものほど怖いものです。例え病変が見つか
ったとしても、多くは経過観察や内服治療の対象となり、
必ずしもいきなり手術になるわけではありません。ま
た例えば右の脳血管が細くて脳梗塞になりやすいこと
がわかれば、症状は左側に出ますので、左半身が何か
おかしければすぐに病院に行かなければいけない、と
いった風に普段の生活で注意しなければいけないこと
も見えてきます。病気が見つかることは怖いことですが、
適切に対応すれば何とかなります。病気への不安は私
達が治療の道筋を立てることで、なくしていきます。で
すので、脳卒中が心配でしたら脳ドックで検査してみる
のも良いかもしれません。 
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